大分市街区公園愛護会報償金交付要領
（趣旨）

第1条 この要領は、本市の街区公園等において美化活動を行う大分市街区公園愛護会等

（以下「公園愛護会等」という。）に対する報償金の交付について、必要な事項を定める
ものとする。

（定義）

第２条　この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに
よる。
（1） 街区公園等　都市公園法施行令（昭和３１年政令第２９０号）第２条第１項第１号
に規定する都市公園及び本市の所管に属する公園、緑地等であって市長が必要と認めるものをいう。

（２）美化活動等　街区公園等に係る次に掲げる活動をいう。

（ア）正しい利用方法の指導及び助言

（イ）年３回以上の除草

（ウ）月１回以上の清掃

（エ）週２回以上のトイレ清掃

（オ）遊戯具等の破損箇所の市に対する連絡

（カ）その他市長が必要と認める活動
（３）公園愛護会等　自治会その他の公共的団体等（以下「自治会等」という。）により
結成され、地域内の街区公園等の美化活動を行うと市長が認めるものをいう。

（結成等の承認）
第３条　自治会等の代表者は、公園愛護会等を結成しようとするときは、公園愛護会等

結成承認申請書（様式第１号）を市長に提出し、その承認を得なければならない。

２　市長は、前項に規定する申請書を受理したときは、その内容を審査し、適当と
認めたときは、当該申請書を提出した者に対し、公園愛護会等結成承認通知書（様式
第2号）を送付するものとする。

３　自治会等の代表者は、トイレ清掃をしようとするときは、公園愛護会等トイレ清掃承認
申請書（様式第３号）を市長に提出し、その承認を得なければならない。
４　市長は、前項に規定する申請書を受理したときは、その内容を審査し、適当と認め
たときは、当該申請書を提出した者に対し、公園愛護会等トイレ清掃承認通知書（様
式第４号）を送付するものとする。

（報償金の額等）

第４条　公園愛護会等に対し交付する報償金の月額は、２８円に街区公園等の清掃面積

（市長が認める、平方メートルを単位とする面積をいう。）を乗じた額に３，０００円を
加え１２月で除して得た額（1円未満の端数があるときは、これを1円とする。）とする。
　公園愛護会等のうち、同趣旨の活動に対し交付する報償金の月額は、ごみ拾い等の清
掃の場合の単価５.５円にごみ拾い等清掃面積（市長が認める、平方メートルを単位と
する面積を言う。）を乗じた額を１２月で除して得た額（１円未満の端数があるときはこれを１円とする。）とする。

２　トイレ清掃に対し交付する報償金の月額は、別表のとおりとする。

（報償金の交付）

第５条　公園清掃に対する報償金の交付を受けようとする公園愛護会等の代表者は、活動
報告書（様式第５号）及び作業日誌（様式第６号）（以下「活動報告書等」という。）
を次の区分ごとに定める期日までに、市長に提出するものとする。

（１）４月から９月までの美化活動等に係る活動報告書等　９月末日

（２）１０月から翌年の３月までの美化活動に係る活動報告書等　３月末日

２　トイレ清掃に対する報償金を受けようとする公園愛護会等の代表者は、活動報告書
（様式第７号）及び作業日誌（様式第８号）を前項に定める期日までに、市長に提出す
るものとする。

３　市長は、前２項の規定により活動報告書等の提出があったときは、その内容を審査
し、適当と認めたときは、前項第１号に規定する期間に係る報償金については１１月
末日までに、同項２号に規定する期間に係る報償金については５月末日までに、当該
公園愛護会等に対し前条に規定する報償金の月額に実施月数を乗じて得た額をそれ
ぞれ交付するものとする。

（附則）

１　この要領は昭和５０年７月１日から施行する。

２　この要領は平成７年４月１日から施行する。

３　この要領の施行の際、現に改正前の大分市児童公園愛護会報償要領の規定に基づき結成されている公園愛護会は、改正後の大分市街区公園愛護会報償金交付要領の規定に基づき、市長の承認を受けた公園愛護会とみなす。

４　この要領は、平成１３年４月１日から施行する。

５　この要領は、平成１９年４月１日から施行する。

６　この要領は、平成２６年４月１日から施行する。

別　表（第4条２）

	区　　　　分
	１棟あたり

便　器　数
	月　　　　　額

	トイレ清掃
	１～３穴
	３，５００円　（年額４２,０００円）

	
	４～６穴
	４，０００円　（年額４８,０００円）

	
	７穴以上
	４，５００円　（年額５４,０００円）

	備　　　考
	※但し、多目的トイレは２穴とみなす

※コンクリートの打ち放し小便器は１穴とみなす


